
（仮称）熊取町公共交通計画の策定について 

1. 地域公共交通計画とは

地域公共交通の活性化と再生を一体的かつ効率的に推進していくために定められた「地域公共

交通の活性化及び再生に関する法律」の中で定められている法定計画のことです（策定は努力義

務）。「地域公共交通計画」は、地域公共交通に関する基本となる計画（マスタープラン）となっ

ており、地域の移動手段の確保、維持、改善に向けた方針や具体的な取組みを記載します。 

計画策定をすることで、以下のように、大きく５つのメリットがあります。その他にも乗合バ

ス等の補助制度の連動化や地域公共交通特定事業を活用することが可能となります。

✓地域公共交通の「憲法」

・地域公共交通計画は「自分たちの地域ではこのような考え方で地域旅客運送サービスの

持続的な提供を行います」という宣言文です。地域の方々から寄せられる「こっちにも

バスを走らせて欲しい」「●時頃の便を増やしてほしい」といった個別の要望にも、地域

旅客運送サービスの全体ビジョンや政策推進の観点から明確に回答することができるよ

うになります。

✓まちづくりや観光等の他施策との連携強化

・活性化再生法ではまちづくり施策や観光の振興に関する施策と連携した地域旅客運送サ

ービスの持続的な提供について明記されており、地域交通をきっかけに様々な分野の計

画推進につながる取組に発展させることが可能です。

✓関係者間の連携強化・役割分担明確化

・法定協議会を設置して、協議・意見交換・合意のもとに計画作成を進めることで、行政

の動きと歩調を合わせた交通事業者や地域団体のアクションプランを立てることができ

るとともに、新たな問題を解決するための協調行動を話し合うこともできます。

✓交通機関同士の連携強化・役割分担明確化

・地域公共交通計画は単一の公共交通機関の運行計画ではなく、地域内で運行を行う交通

事業の連携を促進させ、効率的な地域旅客運送サービスの充実化につなげるための計画

として位置付けています。地域公共交通計画の作成をきっかけに、地域全体のネットワ

ークの在り方について、鉄道、バス、タクシー、その他地域の輸送資源を一体として検

討し、活用できる地域旅客運送サービス全体の連携を強めたり、効率性を高めるための

方針や目標、事業を関係者全員で考えたりすることができます。

✓公共交通事業の継続性

・ 地方公共団体の担当者は数年で異動してしまうことが多く、引継ぎがうまく機能しない

場合、方針がぶれてしまったり、事業が頓挫してしまったりする危険性があります。し

かし、多様な関係者との協議を経て作成された地域公共交通計画が定められていること

で、政策の継続性が確保されるとともに、交通事業者や事業実施者側で為すべきことが

引き継がれるため、新任担当者が慣れるまでの間に取組が減速するといったことを避け

ることができます。

※「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き 第 3版」（令和 4年 3月 国土交通省）より作成。
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秋
田
県
（
全
域
）

水
戸
市

高
岡
市

下
田
市

津
市

木
津
川
市

宇
部
市

高
知
市

佐
世
保
市

熊
本
県
（
全
域
）

秋
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市

日
立
市

黒
部
市

伊
豆
市

四
日
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市

福
知
山
市

周
南
市
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毛
市

五
島
市
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本
市
・
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町

湯
沢
市

下
妻
市

富
山
市

御
殿
場
市

伊
勢
市
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市

南
国
市

対
馬
市

八
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市
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角
市
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太
田
市
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津
市

松
阪
市

長
門
市
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佐
清
水
市

大
村
市

水
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市
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市
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す
み
が
う
ら
市
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市

伊
賀
市

美
祢
市

四
万
十
市

松
浦
市

合
志
市

大
仙
市

神
栖
市

名
張
市

山
陽
小
野
田
市

室
戸
市

人
吉
市

函
館
市

仙
北
市

行
方
市

尾
鷲
市

下
松
市

土
佐
市

荒
尾
市

深
川
市

八
戸
市

に
か
ほ
市

牛
久
市

鳥
羽
市

下
関
市

須
崎
市

上
天
草
市

岩
見
沢
市

弘
前
市

北
秋
田
市

稲
敷
市

江
戸
川
区

湖
西
市

亀
山
市

防
府
市

香
南
市

天
草
市

千
歳
市

三
沢
市

潟
上
市

福
島
市

土
浦
市

多
摩
市

藤
枝
市

志
摩
市

山
口
市

壱
岐
市

宇
城
市

釧
路
市

五
所
川
原
市

大
館
市

会
津
若
松
市

龍
ケ
崎
市
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野
市
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川
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掛
川
市
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鹿
市
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国
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平
戸
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市
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崎
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市
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市
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波
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市

南
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勢
町
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町

江
別
市

五
城
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町

喜
多
方
市

桜
川
市

君
津
市

上
市
町
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山
市

八
幡
市

高
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市

和
水
町

北
広
島
市

藤
里
町

白
河
市

筑
西
市

八
街
市

橋
本
市

宮
津
市

岩
美
町

丸
亀
市

芦
北
町

旭
川
市

十
和
田
市

美
郷
町

須
賀
川
市

高
萩
市

南
房
総
市

焼
津
市

和
歌
山
市

亀
岡
市

東
か
が
わ
市

山
都
町

士
別
市

三
種
町

二
本
松
市

ひ
た
ち
な
か
市

佐
倉
市

牧
之
原
市

紀
の
川
市

舞
鶴
市

さ
ぬ
き
市

益
城
町

石
狩
市

小
坂
町

田
村
市

常
陸
大
宮
市

大
網
白
里
市

三
島
市

田
辺
市

久
御
山
町

三
豊
市

水
上
村

稚
内
市

本
宮
市

つ
く
ば
み
ら
い
市

白
井
市

裾
野
市

広
川
町

坂
出
市

室
蘭
市

守
谷
市

旭
市

静
岡
市

小
豆
島
町
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庄
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樽
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古
河
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更
津
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伊
東
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津
市

三
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万
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寄
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石
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津
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尾
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松
江
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鹿
島
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平
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崎
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坂
東
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津
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大
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町
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網
走
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ヶ
沢
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原
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柏
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松
市

浜
松
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甲
賀
市

雲
南
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佐
川
町

鳥
栖
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北
斗
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七
戸
町

石
巻
市

常
総
市

山
武
市

羽
咋
市

富
士
市

長
浜
市

安
来
市

津
野
町

武
雄
市

苫
小
牧
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深
浦
町

白
石
市

棚
倉
町

結
城
市

香
取
市

加
賀
市

越
前
町

袋
井
市

草
津
市

益
田
市

中
土
佐
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神
埼
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伊
達
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平
内
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気
仙
沼
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石
川
町

五
霞
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館
山
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内
灘
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富
士
宮
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雲
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町
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野
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登
別
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松
島
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楢
葉
町

城
里
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津
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邑
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安
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多
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赤
平
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塙
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大
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成
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賀
町
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阜
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賀
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元
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海
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能
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高
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月
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内
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島
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会
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水
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吉
田
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路
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糠
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利
府
町

西
郷
村
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函
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神
戸
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東
温
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黒
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町

基
山
町

都
城
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白
老
町

南
三
陸
町

玉
川
村

千
葉
市

羽
島
市

加
古
川
市

西
予
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い
の
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大
町
町

小
林
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仁
木
町

八
幡
平
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女
川
町

北
塩
原
村

印
西
市

美
濃
加
茂
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豊
橋
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加
東
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大
洲
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原
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日
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安
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町

釜
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王
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大
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岐
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岡
崎
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つ
の
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新
居
浜
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延
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斜
里
町

宮
古
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太
田
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富
里
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各
務
原
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一
宮
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野
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井
原
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松
山
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福
岡
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串
間
市
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更
町

北
上
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真
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市
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橋
市
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芝
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関
市

豊
川
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高
梁
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宇
和
島
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州
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宮
崎
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当
別
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滝
沢
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田
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富
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長
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多
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日
進
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守
山
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瀬
戸
内
市

今
治
市

久
留
米
市

門
川
町

厚
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町

花
巻
市

鹿
沼
市

渋
川
市

大
多
喜
町

飛
驒
市

田
原
市

大
津
市

玉
野
市

西
条
市

中
間
市

高
原
町

釧
路
町

大
船
渡
市

日
光
市

東
吾
妻
町

海
津
市

弥
富
市

東
近
江
市

倉
敷
市

四
国
中
央
市

筑
紫
野
市

せ
た
な
町

山
形
県
（
全
域
）

藤
沢
市

山
県
市

清
須
市

高
島
市

加
西
市

津
山
市

愛
南
町

行
橋
市

薩
摩
川
内
市

月
形
町

山
形
市

熊
谷
市

海
老
名
市

長
久
手
市

西
脇
市

真
庭
市

鬼
北
町

朝
倉
市

鹿
屋
市

共
和
町

酒
田
市

佐
野
市

春
日
部
市

大
和
市

豊
田
市

河
内
長
野
市

三
田
市

赤
磐
市

砥
部
町

豊
前
市

日
置
市

弟
子
屈
町

鶴
岡
市

那
須
塩
原
市

上
尾
市

伊
勢
原
市

蒲
郡
市

岸
和
田
市

三
木
市

総
社
市

飯
塚
市

姶
良
市

枝
幸
町

米
沢
市

越
谷
市

平
塚
市

上
田
市

東
海
市

貝
塚
市

朝
来
市

備
前
市

徳
島
県
（
全
域
）

糸
島
市

南
さ
つ
ま
市

鹿
部
町

入
間
市

川
崎
市

佐
久
市

西
尾
市

和
泉
市

西
宮
市

岡
山
市

小
松
島
市

嘉
麻
市

鹿
児
島
市

八
雲
町

草
加
市

厚
木
市

小
諸
市

郡
上
市

新
城
市

寝
屋
川
市

福
崎
町

久
米
南
町

阿
波
市

宗
像
市

霧
島
市

浜
中
町

陸
前
高
田
市

三
郷
市

相
模
原
市

駒
ヶ
根
市

中
津
川
市

豊
明
市

阪
南
市

多
可
町

吉
備
中
央
町

徳
島
市

柳
川
市

別
府
市

奄
美
市

新
十
津
川
町

一
関
市

新
庄
市

栃
木
市

飯
能
市

真
鶴
町

長
野
市

下
呂
市

小
牧
市

上
郡
町

和
気
町

美
馬
市

八
女
市

大
分
市

志
布
志
市

北
竜
町

久
慈
市

小
国
町

矢
板
市

深
谷
市

湯
河
原
町

安
曇
野
市

可
児
市

半
田
市

稲
美
町

鏡
野
町

三
好
市

み
や
ま
市

杵
築
市

い
ち
き
串
木
野
市

津
別
町

盛
岡
市

西
川
町

さ
く
ら
市

上
里
町

大
井
町

千
曲
市

大
垣
市

安
城
市

猪
名
川
町

阿
南
市

大
牟
田
市

中
津
市

和
泊
町
・
知
名
町

上
士
幌
町

二
戸
市

下
野
市

朝
霞
市

塩
尻
市

岐
南
町

知
立
市

つ
る
ぎ
町

直
方
市

臼
杵
市

さ
つ
ま
町

大
樹
町

岩
手
町

那
須
烏
山
市

八
潮
市

甲
州
市

飯
山
市

八
百
津
町

瀬
戸
市

八
尾
市

東
み
よ
し
町

福
津
市

豊
後
大
野
市

美
幌
町

大
槌
町

塩
谷
町

加
須
市

北
杜
市

箕
輪
町

白
川
町
・東
白
川
村

み
よ
し
市

池
田
市

三
原
市

那
珂
川
市

竹
田
市

南
城
市

厚
真
町

矢
巾
町

益
子
町

さ
い
た
ま
市

上
野
原
市

信
濃
町

養
老
町

大
府
市

吹
田
市

三
次
市

古
賀
市

宇
佐
市

沖
縄
市

森
町

山
田
町

那
須
町

と
き
が
わ
町

甲
府
市

木
曽
町

御
嵩
町

春
日
井
市

箕
面
市

広
島
市

田
川
市

日
田
市

那
覇
市

七
飯
町

金
ケ
崎
町

茂
木
町

小
川
町

立
科
町

輪
之
内
町

東
郷
町

太
子
町

東
広
島
市

筑
後
市

由
布
市

糸
満
市

福
島
町

紫
波
町

上
三
川
町

鳩
山
町

新
潟
県
（
全
域
）

南
木
曽
町

豊
山
町

能
勢
町

廿
日
市
市

岡
垣
町

九
重
町

石
垣
市

更
別
村

雫
石
町

市
貝
町

吉
見
町

柏
崎
市

中
川
村

武
豊
町

江
田
島
市

久
山
町

玖
珠
町

名
護
市

鶴
居
村

壬
生
町

寄
居
町

佐
渡
市

高
山
村

南
知
多
町

尾
道
市

芦
屋
町

赤
井
川
村

川
島
町

上
越
市

大
桑
村

東
浦
町

安
芸
高
田
市

遠
賀
町

島
牧
村

長
瀞
町

魚
沼
市

白
馬
村

飛
島
村

宇
陀
市

大
竹
市

築
上
町

東
秩
父
村

長
岡
市

青
木
村

五
條
市

府
中
市

鞍
手
町

阿
賀
野
市

天
理
市

竹
原
市

香
春
町

糸
魚
川
市

生
駒
市

呉
市

福
智
町

新
発
田
市

大
和
高
田
市

庄
原
市

大
刀
洗
町

見
附
市

葛
城
市

北
広
島
町

三
条
市

広
陵
町

坂
町

新
潟
市

吉
野
町

大
崎
上
島
町

燕
市
・
弥
彦
村

香
芝
市

安
芸
太
田
町

胎
内
市

川
西
町

神
石
高
原
町

妙
高
市

田
原
本
町

府
中
町

五
泉
市

東
吉
野
村

世
羅
町

村
上
市

海
田
町

南
魚
沼
市

阿
賀
町

津
南
町

東
京
都
・
港
区
（
東
京

メ
ト
ロ
南
北
線
）

東
京
都
・
江
東
区
（
東

京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
）

○
福
井
県

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
沿

線
地
域
（
福
井
市
・

大
野
市
・
勝
山
市
・

あ
わ
ら
市
・
坂
井

市
・
永
平
寺
町
）

福
井
鉄
道
沿
線
地

域
（
福
井
市
・
鯖
江

市
・
越
前
市
・
越
前

町
・
池
田
町
・
南
越

前
町
）

福
井
県
・
敦
賀
市
・

小
浜
市
・
美
浜
町
・

高
浜
町
・
お
お
い

町
・
若
狭
町

福
井
県
並
行
在
来

線
地
域
（
福
井
県
・

福
井
市
・
敦
賀
市
・

鯖
江
市
・
あ
わ
ら

市
・
越
前
市
・
坂
井

市
・
南
越
前
町
）

恵
那
市
・
中
津
川

市養
老
線
沿
線
地
域

（
大
垣
市
・
桑
名

市
・
海
津
市
・
養
老

町
・
神
戸
町
・
揖
斐

川
町
・
池
田
町
）

静
岡
県
・
沼
津
市

（
戸
田
地
区
）
・
下

田
市
・
伊
豆
市
・
南

伊
豆
町
・
松
崎
町
・

西
伊
豆
町

静
岡
県
・
沼
津
市
・

熱
海
市
・
三
島
市
・

伊
東
市
・
伊
豆
の

国
市
・
函
南
町
・
東

伊
豆
町
・
河
津
町

○
愛
知
県

○
徳
島
県

兵
庫
県
・
豊
岡
市
・

養
父
市
・
朝
来
市
・

香
美
町
・
新
温
泉

町三
木
市
・
小
野
市
・

神
戸
市

洲
本
市
・
淡
路
市
・

南
あ
わ
じ
市

○
静
岡
県

○
三
重
県

○
高
知
県

高
知
県
東
部
広
域
地

域
公
共
交
通
協
議
会

（
室
戸
市
・
安
芸
市
・

南
国
市
・
香
南
市
・
東

洋
町
・
奈
半
利
町
・
田

野
町
・
安
田
町
・
北
川

村
・
馬
路
村
・
芸
西

村
）

高
知
県
嶺
北
地
域
公

共
交
通
協
議
会
（
本
山

町
・
大
豊
町
・
土
佐

町
・
大
川
村
）

○
京
都
府

J
R
山
陰
本
線
沿
線

（
京
都
府
・
綾
部

市
・
南
丹
市
・
京
丹

波
町
）

J
R
関
西
本
線
沿
線

（
京
都
府
・
笠
置

町
・
和
束
町
・
南
山

城
村
）

福
知
山
市
・
舞
鶴

市
・
綾
部
市
・
宮
津

市
・
京
丹
後
市
・
伊

根
町
・
与
謝
野
町

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

沿
線
地
域
（
京
都
府
・

兵
庫
県
・
福
知
山
市
・

舞
鶴
市
・
宮
津
市
・
京

丹
後
市
・
伊
根
町
・
与

謝
野
町
・
豊
岡
市
）

○
兵
庫
県

大
阪
市

（
咲
洲
・
夢
洲
）

奈
良
県
下
全
3
9
市

町
村
（
う
ち
桜
井

市
・
葛
城
市
・
王
寺

町
・
大
和
郡
山
市
・

天
理
市
・
五
條
市
・

川
西
町
・
田
原
本

町
・
大
和
高
田
市

は
立
地
適
正
化
計

画
策
定
済
）

鳥
取
県
・
米
子
市
・
境

港
市
・
日
吉
津
村
・
大

山
町
・
南
部
町
・
伯
耆

町
・
日
南
町
・
日
野

町
・
江
府
町

鳥
取
県
・
鳥
取
市
・
岩

美
町
・
若
桜
町
・
智
頭

町
・
八
頭
町

鳥
取
県
・
倉
吉
市
・
琴

浦
町
・
北
栄
町
・
湯
梨

浜
町
・
三
朝
町

○
和
歌
山
県

○
滋
賀
県

彦
根
市
・
愛
荘
町
・

豊
郷
町
・
甲
良
町
・

多
賀
町

滋
賀
県
・
大
津
市
・

草
津
市
・
守
山
市
・

栗
東
市
・
野
洲
市
・

湖
南
市

近
江
鉄
道
沿
線
地

域
（
滋
賀
県
・
彦
根

市
・
近
江
八
幡
市
・

甲
賀
市
・
東
近
江

市
・
米
原
市
・
日
野

町
・
愛
荘
町
・
豊
郷

町
・
甲
良
町
・
多
賀

町
）

○
奈
良
県

笠
岡
市
（
岡
山
県
）

福
山
市
（
広
島
県
）

○
広
島
県

○
大
阪
府

大
阪
市

（
な
に
わ
筋
）

○
宮
崎
県

宮
崎
県
・
日
向
市
・
門

川
町
・
美
郷
町
・
諸
塚

村
・
椎
葉
村

○
鹿
児
島
県

○
鳥
取
県

○
島
根
県

一
畑
電
車
沿
線
地
域

（
島
根
県
・
松
江
市
・

出
雲
市
）

三
江
線
沿
線
地
域
（
島
根

県
・
江
津
市
・
川
本
町
・

美
郷
町
・
邑
南
町
・
広
島

県
・
三
次
市
・
安
芸
高
田

市
）

○
岡
山
県

○
山
口
県

○
香
川
県

○
愛
媛
県

愛
媛
県
全
域

（
う
ち
松
山
市
・
伊
予

市
・
宇
和
島
市
・
四
国

中
央
市
・
西
条
市
・
西

予
市
・
八
幡
浜
市
・
新

居
浜
市
は
立
地
適
正

化
計
画
策
定
済
）
※
再

編
実
施
計
画
は
南
予

地
域
の
み

○
佐
賀
県

佐
賀
県
全
域
（
う
ち
小

城
市
・
嬉
野
市
・
鹿
島

市
・
基
山
町
は
立
地
適

正
化
計
画
策
定
済
）

佐
賀
県
・
唐
津
市
・
玄

海
町

○
熊
本
県

人
吉
市
・
錦
町
・
多
良

木
町
・
湯
前
町
・
水
上

村
・
相
良
村
・
五
木

村
・
山
江
村
・
球
磨

村
・
あ
さ
ぎ
り
町

熊
本
県
・
南
阿
蘇
村
・

高
森
町

○
長
崎
県

長
崎
県
・
諫
早
市
・
雲

仙
市
・
島
原
市
・
南
島

原
市

○
沖
縄
県

○
大
分
県

大
分
県
・
中
津
市
・
宇

佐
市
・
豊
後
高
田
市

大
分
県
・
竹
田
市
・
豊

後
大
野
市
・
臼
杵
市

大
分
県
・
佐
伯
市
・
津

久
見
市

大
分
県
・
大
分
市
・
別

府
市
・
由
布
市

大
分
県
西
部
圏
（
日
田

市
・
玖
珠
町
・
九
重

町
）

大
分
県
・
国
東
市
・
杵

築
市
・
日
出
町
・
姫
島

村

○
福
岡
県

○
神
奈
川
県

○
山
梨
県

○
新
潟
県

○
栃
木
県

宇
都
宮
市
・
芳
賀

町那
須
塩
原
市
・
大

田
原
市
・
那
須
町
・

那
珂
川
町

館
林
市
都
市
圏

（
館
林
市
・
板
倉

町
・
明
和
町
・
千
代

田
町
・
邑
楽
町
）

○
埼
玉
県

飯
田
市
・
松
川
町
・

高
森
町
・
阿
南
町
・

阿
智
村
・
平
谷
村
・

根
羽
村
・
下
條
村
・

売
木
村
・
天
龍
村
・

泰
阜
村
・
喬
木
村
・

豊
丘
村
・
大
鹿
村

松
本
市
・
山
形
村

・
朝
日
村

長
野
県
・
中
野
市
・

山
ノ
内
町

北
海
道
・
後
志
振

興
局
管
内
全
2
0
市

町
村
・
長
万
部
町

北
海
道
・
妹
背
牛

町
・
秩
父
別
町
・

北
竜
町
・
沼
田
町

阿
武
隈
急
行
線
地

域
（
伊
達
市
・
角
田

市
・
福
島
市
・
丸
森

町
・
柴
田
町
）

青
森
県
（
全
域
）

（
う
ち
青
森
市
・
弘

前
市
・
八
戸
市
・
黒

石
市
・
五
所
川
原

市
・
十
和
田
市
・
む

つ
市
は
立
地
適
正

化
計
画
策
定
済

み
）

む
つ
市
・
大
間
町
・

東
通
村
・
風
間
浦

村
・
佐
井
村

八
戸
市
・
三
戸
町
・

五
戸
町
・
田
子
町
・

南
部
町
・
階
上
町
・

新
郷
村
・
お
い
ら
せ

町

五
城
目
町
・
八
郎

潟
町
・
大
潟
村

○
宮
城
県

福
島
県
・
田
村
市
・

南
相
馬
市
・
川
俣

町
・
広
野
町
・
楢
葉

町
・
富
岡
町
・
川
内

村
・
大
熊
町
・
双
葉

町
・
浪
江
町
・
葛
尾

村
・
飯
館
村
・
福
島

市
・
郡
山
市
・
い
わ

き
市
・
相
馬
市

福
島
県
・
会
津
若

松
市
・
喜
多
方
市
・

会
津
美
里
町
・
会

津
坂
下
町
・
柳
津

町
・
湯
川
村

東
京
都
・
中
央
区
・

港
区
・
江
東
区

○
千
葉
県

館
山
市
・
南
房
総

市

○
長
野
県

○
岐
阜
県

○
群
馬
県

○
北
海
道

○
岩
手
県

岩
手
県
（
全
域
）

（
う
ち
盛
岡
市
・
花

巻
市
・
北
上
市
・
二

戸
市
は
立
地
適
正

化
計
画
策
定
済

み
）

宮
古
市
・
久
慈
市
・

野
田
村
・
普
代
村
・

田
野
畑
村
・
岩
泉

町
・
山
田
町
・
大
槌

町
・
釜
石
市
・
大
船

渡
市
・
洋
野
町
・
陸

前
高
田
市

○
青
森
県

○
秋
田
県

○
福
島
県

○
東
京
都

○
茨
城
県

城
端
・
氷
見
線
沿

線
地
域
（
高
岡
市
・

氷
見
市
・
砺
波
市
・

南
砺
市
）

○
石
川
県

○
富
山
県

石
川
県
並
行
在
来

線
地
域
（
石
川
県
・

金
沢
市
・
小
松
市
・

加
賀
市
・
白
山
市
・

能
美
市
・
野
々
市

市
・
津
幡
町
）

○
山
形
県

長
井
市
・
南
陽
市
・

川
西
町
・
白
鷹
町

設
楽
町
・
東
栄
町
・

豊
根
村

地
域
公
共
交
通
計
画
の
作
成
状
況
一
覧
（
令
和
５
年
１
月
末
時
点
）

■
改
正
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
施
行
（2
014
年
1
1月
）以
降
、
2
023
年
1
月
末
ま
で
に
、
771
件
の
地
域
公
共
交
通
計
画
が
作
成
さ
れ
、

5
3
件
の
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
が
国
土
交
通
大
臣
に
よ
り
認
定
。
ま
た
、
20
22年
12
月
末
ま
で
に
、
347
自
治
体
が
地
域
公
共
交
通

計
画
及
び
立
地
適
正
化
計
画
を
両
方
作
成
。
（参
考
：立
地
適
正
化
計
画
作
成
都
市
数
・・・470）

表
は
地
域
公
共
交
通
計
画
作
成
済
み
の
団
体

・
赤
字
は
立
地
適
正
化
計
画
作
成
済
み
の
団
体

・
オ
レ
ン
ジ
色
は
利
便
増
進
実
施
計
画
作
成
済
み
の
団
体

:
5

3
件

・
灰
色
は
計
画
期
間
が
満
了
し
て
お
り
、

2
期
目
以
降
の
計
画
の
作
成
意
向
を
表
明
し
て
い
な
い
団
体

3
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地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
基
本
ス
キ
ー
ム
（
改
正
後
）

協
議
会
を
開
催
し
策
定

（
地
方
公
共
団
体
・
交
通
事
業
者
・道

路
管
理

者
・
利
用
者
・
学
識
者
等
か
ら
構
成
）

基
本
方
針

（
国
土
交
通
大
臣
・
総
務
大
臣
が
策
定
）

国
土
交
通
大
臣
が

認
可

法
律
の
特
例
措
置

（独
占
禁
止
法
の

カ
ル
テ
ル
規
制
の

適
用
除
外
）

（事
業
者
）

共
同
経
営
計
画

＜
独
占
禁
止
法
特
例
法

に
お
い
て
措
置
＞

国
土
交
通
大
臣
が
認
定

法
律
の
特
例
措
置

新
地
域

旅
客
運
送

事
業
計
画

（
D

M
V
、

水
陸
両
用
車
等
）

（
事
業
者
）

法
律
の
特
例
措
置

国
土
交
通
大
臣
が
認
定

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業

（
必
要
に
応
じ
て
地
域
公
共
交
通
計
画
（
改
正
前
：
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
）
に
事
業
実
施
を
記
載
で
き
る
）

（
事
業
者
）

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画

（
改
正
前
：
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
）

（地
方
公
共
団
体
）

（
事
業
者
）

海
上
運
送

高
度
化
事
業

（海
上
運
送
サ
ー
ビ

ス
改
善
）

軌
道
運
送

高
度
化
事
業

（L
R

T
の
整
備
）

（
事
業
者
）

道
路
運
送

高
度
化
事
業

（B
R

T
の
整
備
）

（
事
業
者
）

鉄
道
事
業

再
構
築
事
業

（鉄
道
の
上
下
分

離
等
）

（
事
業
者
）

軌
道
運
送
高
度
化

実
施
計
画

道
路
運
送
高
度
化

実
施
計
画

海
上
運
送
高
度
化

実
施
計
画

鉄
道
事
業
再
構
築

実
施
計
画

（事
業
者
）

（事
業
者
）

（事
業
者
）

（地
方
公
共
団
体
・事
業
者
）

（地
方
公
共
団
体
・事
業
者
）

鉄
道
再
生
事
業

（廃
止
届
出
が
な
さ
れ
た

鉄
道
の
維
持
）

（
事
業
者
）

鉄
道
再
生

実
施
計
画

国
土
交
通
大
臣
に
届
出

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス

継
続
事
業

【
新
設
】

（
事
業
者
）

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス

継
続
実
施
計
画

（地
方
公
共
団
体
）

地
域
公
共
交
通
計
画

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業

（
改
正
前
：
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
）

新
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス

事
業
計
画

【
新
設
】

（
事
業
者
）

貨
客
運
送

効
率
化
事
業

【
新
設
】

貨
客
運
送
効
率
化

実
施
計
画

（
事
業
者
）

（事
業
者
）

法
律
の
特
例
措
置

法
律
の
特
例
措
置


従
来
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の
多
様
な
輸
送
資
源
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
、

福
祉
輸
送
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
）
を
位
置
付
け
、
地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に
対
応
。


定
量
的
な
目
標
（
利
用
者
数
、
収
支
等
）
の
設
定
、
毎
年
度
の
評
価
等
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
P

D
C

A
を
強
化
。

（
原
則
と
し
て
全
て
の
地
方
公
共
団
体
が
策
定
） （
改
正
前
：
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
）
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2. 計画策定の背景

2-1 地域公共交通を取り巻く状況

近年の車社会の進展や人口減少、少子高齢化、さらには新型コロナウイルス感染症の影響によ

るライフスタイルの変化など、公共交通を取り巻く状況は厳しさを増しています。このままでは、

地域で公共交通が成り立たなくなる可能性が危惧されるようになってきました。 

地域公共交通の維持・改善は、交通分野の課題解決にとどまらず、まちづくり・観光・健康・福

祉・教育・環境等の様々な分野で大きな効果をもたらします。そのため、地域公共交通に関わる

様々な主体がそれぞれの役割分担のもと、継続的かつ主体的に相互協力し、地域公共交通ネット

ワークを持続的に形成していく必要があります。

2-2 これまでの取組と背景

こうした状況を踏まえ、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正法が平成 26年

11 月 20 日に施行され、地域公共交通の現状や問題点、課題の整理を踏まえて、公共交通ネット

ワーク全体を一体的に形づくり、持続させることを目的に、地域全体の公共交通のあり方、市民・

交通事業者・行政の役割を定める地域公共交通網形成計画の策定が各地で進められてきました。

また、令和 2 年 11 月 27 日には、持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進する

ための「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」等の一部を改正する法律が施行され、地

方公共団体による地域公共交通計画の作成が努力義務となりました。 
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3.（仮称）熊取町公共交通計画策定の目的 

3-1. 熊取町のこれまでの背景

熊取町では、これまで自然と都市が調和したコンパクトな町域に市街地を形成し、都市機能や

住環境の整備を進めるなどのまちづくりを進めてきました。 

その結果、熊取駅から熊取町役場間の中心市街地では人口密度の高さや地価の上昇から高い魅

力を有しており、郊外部の住宅地では良好な住環境を有し、災害リスクも比較的低い状況にあり

ます。本町内では、鉄道（JR）、バス（南海ウイングバス㈱、和歌山バス那賀㈱、ひまわりバス）、

タクシーといった地域公共交通が運行されていますが、ひまわりバス利用者の増加など、地域

公共交通の利便性が向上してきたことで、より良好な住環境が確保されたまちとして発展して

きました。 

一方、南海ウイングバス㈱、和歌山バス那賀㈱、タクシー等の地域公共交通利用者の減少、そ

れに伴う経営悪化、運転手の高齢化・担い手不足をはじめ、ひまわりバス事業における費用増加

等による町の財政負担増加、人口減少等、公共交通を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。

今後、人口減少や少子高齢化が加速する中で、地域公共交通のあり方について改めて考えていく

必要があります。 

3-2. 熊取町における地域公共交通策定の目的

熊取町の地域公共交通や住民生活を取り巻く環境の変化等を鑑みて、コンパクトなまちの更な

る発展のためには、住民の生活に必要な移動を考慮した地域公共交通のあり方について今一度見

直すことが重要となります。これらを受け、地域公共交通のあり方を再検討し、住民や本町に関

わる人々にとって利用しやすい、持続可能な地域公共交通体系を構築するため、熊取町の地域公

共交通のマスタープランとなる「（仮称）熊取町公共交通計画」の策定に向けた取り組みを進め

て参ります。 
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